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1) のときは
2 4b m> 1γ も 2γ も負の実数。 、 も実数。従って1A 2A 1
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tA e A e 2tγ γ+ は指数関数的に

減衰する項を足し合わせた関数形になる。 

2) のとき、平方根の中が実数になるようにかきかえると、
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の振動が、振幅を減少させながら継続することを意味する。 

3) の場合には、
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の多項式の解が重解の場合には、例えば、このケースのような別扱いが必要になる] 
 
 


